
令和7年度三重県沿岸種資源評価

カワハギ

• 定置網、刺し網、かご等で漁獲される。最盛期は

刺網10～12月、定置網・カゴ漁は5～7月である。

• 鳥羽磯部漁協と三重外湾漁協の漁獲量の合計から、資源水準は「低位」とした。

• 三重県の大型定置網漁業のCPUEの推移から、資源動向は「減少」とした。

漁業の特徴

生物情報

• 青森県～九州南岸の日本海沿岸、瀬戸内海に分布し、水深100 m以浅の岩礁域付近の砂底

や転石のある砂底に生息する。

• 産卵期は5～7月で、6月が産卵盛期であると考えられる。

• 二枚貝や多毛類、魚類、海藻などを摂食している。

資源状態

資源管理の取組

資源水準・動向

低位・減少

将来考えられる資源管理の取組

• 産卵親魚の保護

• 定期休漁
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	スライド 1: 令和7年度三重県沿岸種資源評価 カワハギ

